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総
合
文
化
研
究
所W

orkshop Series 

第
四
回

「
ロ
シ
ア
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
：
V
・
ペ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
の
作
品
分
析
か
ら
」

報
告

笹
山
啓

報
告
者
が
研
究
の
主
題
と
す
る
V
・
ペ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
（
一
九
六
二
年
～
）

は
、
ソ
連
崩
壊
直
後
に
発
表
し
た
短
編
集
『
青
い
灯
影
』（
一
九
九
一
年
）

や
長
編
『
オ
モ
ン
・
ラ
ー
』（
一
九
九
二
年
）、
そ
し
て
代
表
作
『
チ
ャ
パ
ー

エ
フ
と
空
虚
』（
一
九
九
六
年
）
な
ど
の
成
功
に
よ
っ
て
、
一
九
九
〇
年
代

ロ
シ
ア
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
を
牽
引
し
た
作
家
の
一
人
に
数
え

ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
代
ロ
シ
ア
の
批
評
的
言
説
に
あ
る
程

度
触
れ
れ
ば
分
か
る
こ
と
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
研
究
に
お
け
る
「
ポ
ス
ト

モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
概
念
の
取
り
扱
い
に
は
固
有
の
困
難
が
つ
き
ま
と

う
。
そ
れ
は
ロ
シ
ア
で
こ
の
概
念
が
、
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
相
対
化
を
目
論

む
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
思
想
と
し
て
過
度
に
否
定
的
な
役
割
を
担
わ
さ
れ
た
り
、

あ
る
い
は
右
派
的
な
思
想
家
に
よ
っ
て
、
西
欧
近
代
の
進
歩
的
歴
史
観
を

否
定
し
ロ
シ
ア
の
伝
統
的
価
値
観
を
称
揚
す
る
た
め
の
材
料
と
し
て
用

い
ら
れ
た
り
と
、
使
用
者
に
よ
っ
て
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
振

れ
幅
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、「
ペ
レ
ー
ヴ
ィ

ン
＝
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
作
家
」
と
す
る
だ
け
の
説
明
は
も
は
や
十
分

な
結
果
を
生
ま
な
い
。

ペ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
の
思
想
的
立
ち
位
置
を
よ
り
精
確
に
描
出
す
る
た
め
本

発
表
で
は
ま
ず
、
ペ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
と
同
じ
く
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
立
脚

す
る
人
物
と
見
な
さ
れ
つ
つ
も
、
ペ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
と
は
正
反
対
の
国
家
主

義
的
思
想
を
唱
道
す
る
に
い
た
っ
た
哲
学
者
A
・
ド
ゥ
ー
ギ
ン（
一
九
六
二

年
～
）
の
解
説
を
経
由
し
た
の
ち
、
奇
し
く
も
同
年
齢
の
両
者
の
対
照
的

な
歩
み
を
、
ペ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
に
よ
る
ド
ゥ
ー
ギ
ン
批
判
を
視
野
に
入
れ
比

較
す
る
と
い
う
手
法
を
と
っ
た
。
ド
ゥ
ー
ギ
ン
の
「
ネ
オ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア

主
義
」
は
、
単
純
化
さ
れ
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
相
対
主
義
と
、
ゲ
ノ

ン
、
エ
ヴ
ォ
ラ
の
い
わ
ゆ
る
「
伝
統
主
義
」、
ハ
ウ
ス
ホ
ー
フ
ァ
ー
の
地

政
学
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
、
そ
し
て
ソ
連
の
神
秘
主
義
作
家
マ
ム
レ
ー
エ
フ
の

形
而
上
学
が
混
ぜ
合
わ
さ
れ
た
国
家
主
義
思
想
で
あ
る
。
そ
こ
で
ド
ゥ
ー

ギ
ン
は
、
個
々
の
国
々
が
持
つ
ロ
ー
カ
ル
な
伝
統
が
再
現
さ
れ
た
「
プ
レ

モ
ダ
ン
」
的
世
界
へ
の
回
帰
を
提
唱
し
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
欧
米
型

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
逆
襲
の
理
念
と
し
て
自
覚
的
に
利
用
し
て
い

る
。そ

も
そ
も
ロ
シ
ア
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
代
表
す
る
幾
人
か
の
論
者

た
ち
は
、西
欧
に
対
す
る
否
定
性
（
そ
れ
は
「
空
虚
」「
周
縁
」「
他
者
」
と
い
っ

た
用
語
で
表
さ
れ
る
）
を
ロ
シ
ア
固
有
の
特
徴
と
し
て
措
定
し
て
き
た
の

だ
が
、
結
局
こ
う
し
た
理
論
は
、
ロ
シ
ア
の
特
殊
性
を
裏
返
し
の
ナ
ル
シ

シ
ズ
ム
に
よ
っ
て
強
調
す
る
結
果
に
逢
着
す
る
こ
と
が
稀
で
は
な
い
。
ネ

オ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
主
義
は
ロ
シ
ア
の
こ
う
し
た
思
想
的
傾
向
が
生
ん
だ
必

然
的
帰
結
と
い
え
る
。
報
告
者
は
こ
こ
に
ロ
シ
ア
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム

が
は
ま
り
こ
ん
だ
陥
穽
を
見
、
そ
れ
を
避
け
る
べ
く
徹
底
し
た
個
人
主
義

的
態
度
を
取
る
ペ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
を
評
価
す
る
立
場
を
取
る
。
二
〇
〇
八
年
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の
短
編
「
ネ
ク
ロ
マ
ン
サ
ー
」
で
ペ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
は
明
示
的
に
ド
ゥ
ー
ギ

ン
を
批
判
し
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
作
品
で
も
す
で
に
ペ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
の

反
国
家
主
義
的
姿
勢
は
際
立
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
ソ
連
と
い

う
国
家
や
共
産
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
無
根
拠
さ
を
あ
ら
わ
す
た
め
、
と

り
わ
け
そ
の
時
期
に
多
用
さ
れ
た
「
夢
」
や
「
睡
眠
」
の
モ
チ
ー
フ
が
登

場
す
る
作
品
群
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

ペ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
の
反
国
家
志
向
、
そ
し
て
個
人
の
自
由
を
称
揚
す
る
態

度
は
、
ロ
シ
ア
の
特
に
大
都
市
圏
の
住
民
が
謳
歌
す
る
消
費
主
義
社
会
と

は
相
性
が
よ
く
、
彼
の
大
衆
的
な
人
気
を
下
支
え
す
る
一
因
で
も
あ
る

だ
ろ
う
。
一
方
で
ペ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
は
、
近
年
の
反
プ
ー
チ
ン
デ
モ
や
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
反
体
制
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
は
冷
笑
的
な
姿
勢
を
崩

さ
ず
、
彼
の
描
く
「
反
抗
」
は
そ
う
し
た
政
治
運
動
と
は
位
相
を
異
に
す

る
こ
と
が
分
か
る
。
共
産
主
義
か
資
本
主
義
か
、
保
守
か
リ
ベ
ラ
ル
か
、

体
制
順
応
的
か
反
体
制
的
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
集
団
へ
の
同
化
、
奉
仕
を

要
求
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
彼
に
と
り
不
要
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
思
想
が

国
家
と
の
距
離
に
よ
っ
て
測
ら
れ
る
ロ
シ
ア
に
あ
っ
て
、
ペ
レ
ー
ヴ
ィ
ン

の
個
人
主
義
的
な
態
度
は
十
分
な
批
判
力
を
現
在
も
保
っ
て
い
る
。

発
表
日

　
二
〇
一
七
年
五
月
十
五
日
（
月
）




